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        「９月１５日」、717年のこの日、元正天皇が養老の滝（岐阜県）を           
       訪ね、年号を「養老」と変えました。それは、老いた親に孝行する息 
子の説話にちなんだ名称でした。 
 この故事にならって、長い間社会につくした老人を敬愛しようということで、1951年にこの日を民
間で『としよりの日』と定めました。それから１５年後の1966年に、正式に『敬老の日』と制定され
て国民の祝日となりました。2003年には、ハッピーマンデー制度により、９月の第３月曜日が『敬老
の日』となりました。（今年は９月１９日が『敬老の日』） 
 ９月５日（月）の全校集会では、ある学校のＡ先生のおばあちゃんのお話を 
しました。  
 来週の月曜日は『敬老の日』です。要田の子どもたちは、おじいちゃんやお 
ばあちゃんと一緒に暮らしている児童が多いです。なかなか、「ありがとう」 
の感謝の気持ちを伝えることはできないと思いますが、自分の気持ちを伝えて 
欲しいと思います。 

校  長  の  話 

 A先生の父親は、A先生が６歳（小学校１年生）の時に病気で亡くなりました。３６歳の若さで
した。それからA先生は、兄弟２人母親一人に育てられました。   
 高校卒業後、大学へ行くためのお金がなく非常に苦しい時に、祖母（父方の祖母）からの助けが
あり、２人の兄弟は大学へ進学し勉強を続けることができました。 
 兄弟は大学を卒業し、一人はサラリーマン、一人は学校の先生になりました。A先生は、祖母が
大好きで、休みの日になると祖母の家に遊びに行きました。独身時代も結婚してからも。遊びに行
くと必ず話してくれたことは、父親のことだったそうです。中学校を卒業して家業の商売をついで
祖母を助けたことなど、A先生の知らない父親の姿をいつも話してくれたそうです。行くたびに同
じ話だったようですが…。 
 A先生の祖母は、９０歳を過ぎても元気に働いていました。「１２０歳まで生きるんだ。」と話
していたそうです。しかし、１９９５年１月にかぜをこじらせて入院しました。その年の３月８日
の朝方、９３歳で、A先生の父親（息子）のもとへ旅立ちました。 
 祖母が亡くなってから6年たった２００１年のお正月、A先生のもとに亡くなっ 
た祖母からの年賀状が届いたのです。６年前に亡くなったはずの祖母から…  
 １９８５年9月、茨城県では「つくば万博」が開かれていて、A先生の祖母も見 
学に行きました。その中で、１５年後に届く「年賀状」を購入し、A先生に出した 
のでした。当時A先生は２５歳、会津の小さな中学校で先生をしていました。２ヶ 
月に１度くらいは実家に帰り、祖母の家にも遊びに行っていたそうです。まだ独身 
でした。 
 A先生に送られた年賀状には次のようなことが書かれていたそうです。 
 
 
 
 
 
  
 当時８３歳の祖母が自分のことをこんなにまで心配してくれていたことを知ったA先生は、この

「天国からの年賀状」を読んで涙を流したそうです。大好きだった祖母からの、 
6年前に亡くなった祖母からの思いもよらぬ最高のプレゼント、「一生の宝物」と 
話していました。 
 9月１９日（月）の「敬老の日」には、A先生は祖母のお墓に行ってお話をして 
くると言っていました。現在の生活のこと、家族のこと、仕事のこと、今までいろ 
いろな人に支えられてやってこれたこと、などなど。 
 そして、「これからも『感謝の心』を常にもって生きていくので、見守っていて 
ください。」とお話してくるそうです。 
 
 
 

 この年賀状が届く頃には、○○は結婚して子どももいて、幸せな暮らしを 
していることと思います。仕事も順調のことでしょう。…  
 家族を大切にしてください。母親を大切にしてください。まわりの人への 
感謝の心を忘れずに生活してください。 

 教育目標 
 

・進んで学ぶ子 
・思いやりのある子 
・がんばる子 



がうよ。大きさなんて関係ないよ。ごらん。ぼくの名前“elephant”の中には、働き者の君の名
前”ant”が入っているんだよ。ぼくはそのことをとても誇りに思っているんだよ」 

 

子どもたちの感想（○:学年) 

 おばあちゃんはりょうりをつくってくれます。こん
にゃくとおにくのりょうりがおいしいです。おばあちゃ
ん、ながいきしてね。① 

 おばあちゃん、いつもありがとう。これからも長生き
してね。③ 

 おばあちゃんが生きていたら、ケーキとかおかしをお
ばあちゃんにあげたいです。おばあちゃんはとてもやさ
しかったです。② 

 わたしは、おばあちゃんのいっしょにあそんでくれる
ところがすきです。ときどきしかあえないけど、げんき
にすごしてね。① 

 わたしが、天ごくからの年がじょうをもらったら、お
ばあちゃんに「ありがとう」と言いたいです。けいろう
の日には、おばあちゃんのせなかやかたもみをしてあげ
たいです。② 

 わたしは、今、おじいちゃんとおばあちゃんとくらし
ていて、ひいおじいちゃんは、わたしが生まれる前に天
国へ行っちゃったけれど、けいろうの日には、どんな人
だったか、おじいちゃんが教えてくれます。今年は、か
たたたきをしようかな、と思いました。③ 

 わたしは、ひいおばあちゃんやおじいちゃんを大切に
したいです。長生きをしてほしいです。「けいろうの
日」に、「いつもありがとう」と言いたいです。③ 

 みんながんばるからがんばってね。ぼくは、おとうさ
んみたいにこうじょうちょうになって、おじいちゃんと
おばあちゃんをらくにさせたいです。① 

 天国から年がじょうがくるなんてびっくりしました。
わたしには、ひいおばあちゃんがいるので、自分ででき
る事は、てつだってあげたいです。④ 

 ぼくは、おじいちゃんとおばあちゃんが手をつないで
いる写真に題名をつけるなら、「なかよし」とつけたい
と思います。これからも、おばあちゃんやおじいちゃん
を大切にしたいです。④ 

 天国から年賀状がくるなんてすごいなと思いました。
もうすぐ「敬老の日」になるので、おばあちゃんたちに、
やさしくしたりして過ごしたいです。これからもおばあ
ちゃんたちを大切にしたいです。⑤ 

 おじいちゃんとおばあちゃんのありがたさがよく分か
りました。ぼくも、やさしく子どもたちといっしょに遊
んでくれるおじいちゃんになりたいです。「敬老の日」
は「ありがとう」をきちんと伝えて、肩もみをやったり
手伝いをします。⑥ 

 話を聞いて、「敬老の日」は「ありがとう」の気持ち
を伝えられる日だと思いました。ふだん言えない感謝の
気持ちを、祖父や祖母に伝えられたらな、と思います。
そう祖父、そう祖母は亡くなってしまいましたが、その
分も感謝の気持ちを忘れないようにします。⑥ 

 私は、いつもおばあちゃんに悪いことをしてしまいま
す。おばあちゃんは、家で食べる野菜を育ててくれてい
るのに、悪いことをする自分は、ダメだと思うので、敬
老の日には、「ありがとう」と「ごめんなさい」という
気持ちを伝えたいです。⑤ 

 今の私がいるのは、私の先祖様のおかげで、私が生ま
れてこれたのはきせきなんだなと改めて思いました。お
ばあちゃんやおじいちゃんも仕事が大変そうなので、こ
れからは手伝いたいと思いました。⑥ 

 じいじはつりがすきでさかなをもってきてくれます。
ばあばはおりょうりがじょうずです。じいじは、あさ、
いぬのこたろうといっしょにおくってくれます。ぼくは、
じいじとばあばがすきです。いつもありがとう。① 

【敬老会作文発表 ６年：Ｓさん<9/15>】 

 １５年後にとどく年がじ 
ょうというのは、すごいな 
と思いました。大すきだっ 
たおばあちゃんがなくなっ 
た６年後にとどいて、Ａ先 
生はうれしかったと思いま 
す。③ 


